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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　箱体に中仕切を装着し、青果物パック４個を底面から浮かせた状態で支持する青果物パ
ック収納用トレーにおいて、長手方向が長い青果物パックを収納するため、該箱体は、底
面がほぼ正方形で、該青果物パックの一隅部を支持するため箱体の隅部に斜めに立設する
支持片を設け、該中仕切は、一枚の段ボールから折り上げられ、該青果物パックを長手方
向に配置した隣に該青果物パックが長手方向と直角方向に配置されるように、中央部から
四方の側壁へ垂直と水平に伸びる支持桟を平面視風車状に形成し、該支持桟は、伏コ字状
で上面に三角状の突起（１１Ｂ）を交互に形成させており、伏コ字状に折り曲げた状態を
保持するため、中央に設けた平行な折り目（１１ｅ、１１ｆ）と、これに対して直角方向
に一定間隔に湾曲な切れ目（ｇ）を複数個設け、各湾曲な切れ目（ｇ）間に平行な折り目
（１１ａ、１１ｂ）と折り目（１１ｃ、１１ｄ）とを交互にズラして設けたことを特徴と
する青果物パック収納用トレー。
【請求項２】
　箱体に中仕切を装着し、青果物パック４個を底面から浮かせた状態で支持する青果物パ
ック収納用トレーにおいて、長手方向が長い青果物パックを収納するため、該箱体は、底
面がほぼ正方形で、該青果物パックの一隅部を支持するため箱体の隅部に斜めに立設する
支持片を設け、該中仕切は、一枚の段ボールから折り上げられ、該青果物パックを長手方
向に配置した隣に該青果物パックが長手方向と直角方向に配置されるように、中央部から
四方の側壁へ垂直と水平に伸びる支持桟を平面視風車状に形成し、該支持桟は、中央に設
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けた平行な折り目（２１ａ、２１ｂ）を折り曲げて断面逆三角形状とし、該支持桟片に付
設された凸片（２１ｃ）を凹部（２１ｄ）へ嵌合させて係止したことを特徴とする青果物
パック収納用トレー。
【請求項３】
　前記箱体は、底面がほぼ正方形で、底面の縁部から立設する四方の側壁である一枚の壁
である左右の側壁と、二重壁である前後の側壁とで矩形の皿状に形成され、該前後の側壁
の内壁面下部中央部には、該中仕切の支持桟を挟んで位置決めするガイド（３ｄ）を設け
たことを特徴とする請求項１または請求項２のいずれかに記載の青果物パック収納用トレ
ー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、箱体に、中仕切を装着し、苺や葡萄を収めた青果物パック４個を底面から浮
かして収納する青果物パック収納用トレーに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　苺パック収納用トレーとして、上面が開放された段ボール製のものが一般に使用されて
おり、出願人はこれまで種々のものを開発している。
　代表的なものとしては、中央部に十字状の中仕切を配設して４個の苺パックを収納する
ようにしたものがある（特許文献１）。
【０００３】
　特許文献１の苺パック収納用トレーは、図１０に示すように、一枚の段ボールから折り
上げられた直方体の箱体の中に、十字状中仕切３５が装着され、４個の苺パックが、同方
向を向いて（長手方向を縦にして）配置されている。そして、苺パックは、側壁から拡開
された支持片３７と十字状中仕切３５から拡開された支持片３６とで底面から浮かせて支
持されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許４４２０６４４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　苺パックは、通常苺を２段にして収めているが、品質の保持と、見栄えの点から苺を一
段に並べたものにしたいという要望がある。しかし、一段にすると苺の収納する量が少な
くなってしまう。そこで、苺パックの長手方向の長さを長くして収納量を増やすことが考
えられる。
　しかしながら、従来（特許文献１）の苺パック収納用トレーは、トレーの長手方向に苺
パックを長手方向として左右に配置しているので、苺パックの長手方向を長くすると、ト
レーの長手方向の長さがかなり長くなり、運搬や保存に際して支障をきたすという問題が
ある。
【０００６】
　本発明は、上記の点に鑑み、青果物パックの長手方向の長さが長くても、箱体の長手方
向の長さを長くしないで収納できる青果物パック収納用トレーを提供することを目的とし
ている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を解決するため、請求項１の発明の青果物パック収納用トレーは、次のよう
に構成した。すなわち、箱体に中仕切を装着し、青果物パック４個を底面から浮かせた状
態で支持する青果物パック収納用トレーにおいて、長手方向が長い青果物パックを収納す
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るため、該箱体は、底面がほぼ正方形で、該青果物パックの一隅部を支持するため箱体の
隅部に斜めに立設する支持片を設け、該中仕切は、一枚の段ボールから折り上げられ、該
青果物パックを長手方向に配置した隣に該青果物パックが長手方向と直角方向に配置され
るように、中央部から四方の側壁へ垂直と水平に伸びる支持桟を平面視風車状に形成し、
該支持桟は、伏コ字状で上面に三角状の突起（１１Ｂ）を交互に形成させており、伏コ字
状に折り曲げた状態を保持するため、中央に設けた平行な折り目（１１ｅ、１１ｆ）と、
これに対して直角方向に一定間隔に湾曲な切れ目（ｇ）を複数個設け、各湾曲な切れ目（
ｇ）間に平行な折り目（１１ａ、１１ｂ）と折り目（１１ｃ、１１ｄ）とを交互にズラし
て設けたことを特徴としている。
【０００８】
　この青果物パック収納用トレーは、底面をほぼ正方形として中仕切を装着して４個の青
果物パックを横（長手方向）縦（長手方向に直角方向）交互に配置するようにしたもので
ある。
　ここで、青果物パックは、ＰＥＴ樹脂等からなる透明なプラスチック製容器であり、直
方体状で上部が開放され、上端部の周縁にフランジが形成されたものである。
【０００９】
　箱体の四隅には、青果物パックの一隅部を懸架するための支持片を設ける。
　中仕切は、４個の青果物パックを横（長手方向）縦（長手方向に直角方向）交互に配置
するように仕切るもので、中央部から四方の側壁へ垂直と水平に伸びる支持桟を平面視風
車状に形成したものである。なお、４本の支持桟の長さは同じである。
　配置は例えば、青果物パックを横にして置き、右隣に青果物パックを縦にして置く。そ
して、その下に青果物パックを横にして置き、その左に青果物パックを縦にして置く。
なお、前記では、青果物パックを右回りに横、縦、横、縦に配置したが、左回りに横、縦
、横、縦に配置してもよい。
【００１０】
　中仕切は、青果物パックより高さが高くて青果物パックの底を浮かせて懸架できるもの
であり、一枚の段ボールから折り上げられ、中央部から四方の側壁へ伸びる支持桟は、中
央に設けた平行な折り目１１ｅ、１１ｆと、これに対して直角方向に一定間隔に湾曲な切
れ目ｇを複数個設け、各湾曲な切れ目ｇ間に平行な折り目１１ａ、１１ｂと折り目１１ｃ
、１１ｄとを交互にズラして設け、折り目１１ｅ、１１ｆを伏コ字状に折り曲げて上面に
三角状の突起１１Ｂを交互に形成させたものとする。
【００１１】
　また、請求項２の発明の青果物パック収納用トレーは次のように構成した。すなわち、
箱体に中仕切を装着し、青果物パック４個を底面から浮かせた状態で支持する青果物パッ
ク収納用トレーにおいて、長手方向が長い青果物パックを収納するため、該箱体は、底面
がほぼ正方形で、該青果物パックの一隅部を支持するため箱体の隅部に斜めに立設する支
持片を設け、該中仕切は、一枚の段ボールから折り上げられ、該青果物パックを長手方向
に配置した隣に該青果物パックが長手方向と直角方向に配置されるように、中央部から四
方の側壁へ垂直と水平に伸びる支持桟を平面視風車状に形成し、該支持桟は、中央に設け
た平行な折り目（２１ａ、２１ｂ）を折り曲げて断面逆三角形状とし、該支持桟片に付設
された凸片（２１ｃ）を凹部（２１ｄ）へ嵌合させて係止したことを特徴としている。
【００１２】
　なお、請求項１の発明および請求項２の発明における中仕切は、箱体の所定の位置に簡
便に装着、および、中仕切が移動しないように、箱体にガイドを設けると良い。これは、
請求項３に記載のように、箱体は、底面がほぼ正方形で、底面の縁部から立設する四方の
側壁である一枚の壁である左右の側壁と、二重壁である前後の側壁とで矩形の皿状に形成
し、該前後の側壁の内壁面下部中央部には、該中仕切の支持桟を挟んで位置決めするガイ
ド（３ｄ）を設けるとよい。
【発明の効果】
【００１３】
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　本発明の青果物パック収納用トレーは、底面がほぼ正方形で、中仕切は、青果物パック
を長手方向に配置した隣に該青果物パックが長手方向と直角方向に配置されるように、中
央部から四方の側壁へ垂直と水平に伸びる支持桟を平面視風車状に形成したので、青果物
パックの長手方向の長さが従来より長くても、トレーの長手方向の長さは長くならない。
このため、青果物を一段に並べられ品質を保持でき、見栄えも良くできる。
【００１４】
　そして、中仕切の中央部から四方の側壁へ伸びる支持桟は、中央に設けた平行な折り目
１１ｅ、１１ｆと、これに対して直角方向に一定間隔に湾曲な切れ目ｇを複数個設け、各
湾曲な切れ目ｇ間に平行な折り目１１ａ、１１ｂと折り目１１ｃ、１１ｄとを交互にズラ
して設け、折り目１１ｅ、１１ｆを伏コ字状に折り曲げて上面に三角状の突起１１Ｂを交
互に形成させるようにしたので、伏コ字状に折り曲げる作業のみで、支持桟１１Ａが伏コ
字状に固定される。
【００１５】
　また、請求項２の発明では、支持桟は、中央に設けた平行な折り目２１ａ、２１ｂを折
り曲げて断面逆三角形状とし、支持桟片に付設された凸片２１ｃを凹部２１ｄへ嵌合させ
て係止したので、形状が変化することがなく、構造が簡素で安価に製造できる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】請求項１の発明の青果物パック収納用トレーの実施の形態を示す斜視図である。
【図２】同、中仕切の全体斜視図である。
【図３】同、箱体の展開図である。
【図４】同、図３の展開図を組み上げる途中の状態を示す斜視図である。
【図５】同、中仕切の展開図である。
【図６】同、図２のＡ部詳細図である。
【図７】同、請求項２の発明の中仕切の実施の形態を示す斜視図である。
【図８】同、中仕切の展開図である。
【図９】同、図８の展開図から中仕切へ組立てる途中の状態を示す斜視図である。
【図１０】従来の青果物パック収納用トレーの平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　請求項１の発明の青果物パック収納用トレーの実施の形態を、図１～図６に基づいて説
明する。
　青果物パック収納用トレー２００は、一枚の段ボール１００から折り上げた矩形の箱体
３０と、これとは別個に段ボール１１０で折り上げた中仕切り１０とを組み合わせたもの
である。図１は、青果物パック収納用トレー２００の全体を示す斜視図であり、図２は、
中仕切１０の斜視図である。図３は、箱体３０の展開図で、図４は、箱体３０を組み上げ
る途中の状態を示す斜視図である。図５および図６は中仕切１０の展開図および一部詳細
図である。
【００１８】
　箱体３０は、図１に示すように、底面１と、その縁部から立設する四方の側壁である左
右の側壁２Ａと、前後の側壁３Ａとで矩形の皿状に形成され、上部は開放されている。
　左右の側壁２Ａは、一枚の壁で上部両端の隅部にＬ字状の係止片２ａが付設され、前後
の側壁３Ａは、二重壁で、上端の２箇所に段積みのための突片３ｇが付設され、底部の縁
部には突片３ｇが嵌合する係止溝１ａが設けられている。そして、前後の側壁３Ａの内壁
面両端下部には、青果物パック３００の一端を支持する支持片３ｅが左右の側壁２Ａへ向
けて斜めに立設されている。また、内壁面下部中央部には、中仕切１０を位置決めするガ
イド３ｄが付設されている。
【００１９】
　底面１は、ほぼ正方形であり、一辺の大きさは、ここでは、約３１０ｍｍとしている。
なお、青果物パック３００の大きさは、ここでは、１８２ｍｍ×１２４ｍｍ×２３ｍｍ（
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高さ）としている。
　箱体３０内には青果物パック３００を長手方向に配置した隣に該青果物パック３００が
長手方向と直角方向に配置されるように仕切る平面視風車状の中仕切１０が設けられてい
る。そして４個の青果物パック３００が縦横交互に収納される（図１では青果物パック３
００は１個のみ収納した図としている）。
　中仕切１０は、図２に示すように、中央部１２から支持桟１１Ａを四方へ垂直および水
平に延設されている。なお、高さは青果物パック３００の高さより３ｍｍほど高くしてあ
る。
【００２０】
　箱体３０は、図３に示した一枚の段ボール１００を、折り目に沿って折り曲げることに
よって、組み立てられる。
　段ボール１００は、ほぼ中央に形成された矩形の底面１と、主折り目Ａと主折り目Ｂを
介してそれぞれ連設された一対の左右側壁片２と一対の前後側壁片３とからなる。
【００２１】
　底面１の四隅には、左右側壁片２の係止片２ａが挿嵌するための切り欠かれた係止孔１
ｂが設けられ、主折り目Ｂには係止片３ｃと積み重ねたときの下段の突片３ｇが嵌合する
係止溝１ａが設けられている。
【００２２】
　左右側壁片２は、その両端に折り目Ｄを介して差込片４が連設されており、差込片４の
上部には、折り目Ｇ、Ｈを介して受け片４ａ、４ｂが設けられ、また、左右側壁片２の上
端縁両端には係止片２ａが設けられている。
【００２３】
　前後側壁片３は、主折り目Ｂに連設した外壁片３ｂと、これに二重折り目Ｃを介して連
設された内壁片３ａとからなり、内壁片３ａの両端には支持片３ｅが折り目Ｊを介して連
設されている。また、内壁片３ａの中央部には中仕切１０を両側から挟んで位置決めする
ガイド３ｄが付設されている。さらに、内壁片３ａ上端縁には底面１の係止溝１ａに嵌挿
する係止片３ｃが設けられ、二重折り目Ｃには、突片３ｇを形成する切れ目ｂと折り目Ｅ
、Ｆが設けられている。
【００２４】
　中仕切１０は、図５に示す一枚の段ボール１１０を折り目に沿って折り曲げることによ
って組み立てられる。
　段ボール１１０は、中央部１２から四方へ風車状に支持桟片１１が延設され、支持桟片
１１には、それぞれ平行な折り目１１ａ、１１ｂと、折り目１１ｃ、１１ｄと、折り目１
１ｅ、１１ｆと、切れ目ｇ、ｈ，ｋ，ｊが設けられている。ここで、切れ目ｇは湾曲して
いる。
【００２５】
　次に、図３に示した段ボール１００と図５に示した段ボール１１０とから、図１の青果
物パック収納用トレー２００を組み立てる作業について説明する。
　まず、段ボール１００の底面１の主折り目Ａと主折り目Ｂ、前後側壁片３の二重折り目
Ｃ、左右側壁片２の折り目Ｄを紙面手前側へ折り曲げ、また、折り目Ｊを紙面奥側へ折り
曲げ、差込片４の折り目Ｇ、Ｈを紙面手前側へ折り曲げ、折り癖を付ける。二重折り目Ｃ
の折り曲げにより、三角状の突片３ｇが突出する。
【００２６】
　組立ては、途中の状態を図４に示すように、左右側壁片２を底面１に対して立ち上げて
、差込片４を折り曲げる。そして、前後側壁片３を立ち上げ、差込片４を前後側壁片３の
内側へ折り曲げ、内壁片３ａを二重折り目Ｃから折り曲げて差込片４を挟み込んで、係止
片３ｃを底面１の係止溝１ａへ挿嵌する。内壁片３ａの両端の支持片３ｅは、隅部を斜め
に立設して先端は左右の側壁２Ａへ当接する。また、ガイド３ｄが底面１へ傾斜して形成
される。これで、箱体３０の組み立てが完了する。
【００２７】
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　次に、図５の段ボール１１０を持って、各支持桟片１１の折り目１１ａ、１１ｂ、１１
ｃ、１１ｄ、１１ｅ、１１ｆを折り曲げて折り癖をつける。
　そして、支持桟片１１の折り目１１ｅと折り目１１ｆを紙面向こう側へコ字状に折り曲
げる。この折り曲げ作業により、折り目１１ａと１１ｂ、折り目１１ｃと１１ｄが折り曲
げられ、突起１１Ｂが千鳥状に複数形成される。この場合、切れ目ｇは、凸状に形成され
ている（図６参照）ので、曲げ戻りに対する抵抗が大きく、折り曲げた状態が保持される
。４本の支持桟片１１を同様に順次コ字状に折り曲げれば図２の中仕切１０が組み立てら
れる。
【００２８】
　組み立てた中仕切１０は箱体３０へ装着する。この場合、前後の側壁３Ａへ伸びる支持
桟１１Ａの先端が前後の側壁３Ａの下端中央部に設けたガイド３ｄに係合させて取り付け
る。これにより、青果物パック収納用トレー２００の組み立てが完成する。
【００２９】
　苺など青果物を収めた青果物パック３００は、青果物パック収納用トレー２００の中仕
切１０によって区画されたスペースへ収納する。
　すなわち、青果物パック収納用トレー２００の左上に青果物パック３００を横（長手方
向）に置き、その右側に青果物パック３００を縦（長手方向と直角方向）に置き、この下
に青果物パック３００を横に置き、その左に青果物パック３００を縦に置く。
　そして、青果物パック３００は、そのフランジ部が中仕切１０の複数の突起１１Ｂと箱
体３０の四隅に設けられた支持片３ｅに支持されて、箱体３０の底面１から浮いた状態で
収納される。
【００３０】
　次に、請求項２の発明の青果物パック収納用トレーの実施の形態について説明する。
この発明の全体を示す図面は省略しているが、上記請求項１の発明と箱体３０は同じで、
中仕切２０のみが異なるものである。この中仕切２０を図７～図９に基づいて説明する。
　図７は、中仕切２０の全体を示す斜視図で、上記の中仕切１０と同様に、中央部２２か
ら垂直と水平に伸びる支持桟２１Ａを平面視風車状に形成している。
支持桟２１Ａは、断面が逆三角形状で、上面は平坦で、高さは青果物パック３００の高さ
より３ｍｍ程度高くしてある。
【００３１】
　中仕切２０は、図８に示す一枚の段ボール１２０を折り目に沿って折り曲げることによ
って組み立てられる。
　段ボール１２０は、支持桟片２１が中央部２２から四方へ風車状に延設され、支持桟片
２１は、それぞれ、平行な折り目２１ａ、２１ｂが設けられ、支持桟片２１の一辺には凸
片２１ｃが付設され、対向する辺には凹部２１ｄが設けられている。
【００３２】
　中仕切２０の組み立ては、図８の段ボール１２０を持って、支持桟片２１の折り目２１
ａと折り目２１ｂを折り曲げて断面三角とし、凸片２１ｃを凹部２１ｄへ嵌着するだけで
ある。図９は、中仕切２０を裏側から見た斜視図である。４本の支持桟片２１を折り込め
ば、中仕切２０が完成する。
　中仕切２０の箱体３０への装着は、上記の中仕切１０の場合と同様で、支持桟２１Ａの
先端が前後の側壁３Ａの下端中央部に設けたガイド３ｄに係合させればよい。
【００３３】
　なお、上記の実施の形態においては、発明の内容をより理解しやすくするために、箱体
３０および青果物パックの大きさを寸法を示して説明したが、これに限定するものでない
ことは当然である。
【符号の説明】
【００３４】
１００　段ボール（箱体）
１１０　段ボール（中仕切）
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１２０　段ボール（中仕切）
２００　青果物パック収納用トレー
３００　青果物パック
１　底面
１ａ　係止溝
１ｂ　係止孔
２Ａ　左右の側壁
２　左右側壁片
２ａ　係止片
３Ａ　前後の側壁
３　前後側壁片
３ａ　内壁片
３ｂ　外壁片
３ｃ　係止片
３ｄ　ガイド
３ｅ　支持片
３ｆ　切込み
３ｇ　突片
４　差込片
４ａ　受け片
４ｂ　受け片
１０　中仕切
１１Ａ　支持桟
１１Ｂ　突起
１１　支持桟片
１１ａ～１１ｆ　折り目
１２　中央部
２０　中仕切
２１Ａ　支持桟
２１　支持桟片
２１ａ、２１ｂ　折り目
２１ｃ　凸片
２１ｄ　凹部
２２　中央部
３０　箱体
３５　十字状中仕切
３６　支持片
３７　支持片
Ａ　主折り目
Ｂ　主折り目
Ｃ　二重折り目
Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｈ　折り目
ａ、ｂ　切れ目
ｇ、ｈ、ｊ、ｋ、ｎ　切れ目
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【図７】 【図８】
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